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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express5800/VC400h, CS40 邮， LB40 邮， MW 40011 


システムの拡張とコンフイグレーシヨン 

本装置用に用意されているを種オプションの取り付け•取り外しの手順や作業を行う際のを意 
事項について説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設をを変更する必要がある場 
合があります。この章でシステム BIOS のユーティリティについて操作方まやを意事項を説明 
します。 



内蔵オプションの取り付け （60 ページ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
およびオプションデバイスの取り付け（または取り外し）の手順について説明 
しています。 

システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) (93 ぺージ） 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入化力に関するコンフィグレー 
シヨンについて説明しています。 


リセットとクリア （123 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ (CMOS) のクリア方法について説明します。 






60 内蔵オプシヨンの取り付け 


内蔵オプションの取り巧け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 



• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずび、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは轉社び指定する部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 


爪瓜 

A® 
咳)働 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリ、リチウムイオンバッテリを取りが 
さない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

芦下す育 

装置を引き出したが態にしない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
高温注意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でち 
できますが、なるべく複数をで行うことをお勧めします。 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

参 

落下ま意 

参 

装置を引き出したが態にしない 


参 

カバーをがしたまま取り付けない 


参 

指を挟まない 



• 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続け 
てください。電源コードを取りがしてか53〜4秒ほどの間、マザー 
ボード上の部品は動作を続けている場合びあります。動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


1 . フ□ントベセルを取り付けている場含はフ□ントベセルを取り外すに9ページ参 
照)。 

2. 8ページの「取り付け/取り外しの手順」を参照して本体をラックから取り外し、 
じようぶで平らな机の上に置く。 


W "0 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてくだ 
置3 さい。 


3. トップカバーを取り外す。 

<ぼみの部分に指をかけて背面へ 
向けてスライドさせてから持ち上 
げてください。 



前面 
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トップカバーを 取りがけるときは、 トップカバーに ある フックと 本体の フレーム にある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 



カバーの先端をシャーシ内 
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取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取りがけられていることを磕認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本体には、最大6台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 


ス □ツト 0 ス □ツト 2 ス □ツト 4 

1台目の八ードデイスク 3台目の八ードデイスク 5台目の八ードデイスク 

ドライブ用（オプション）ドライブ用（オプション）ドライブ用（オプション) 



2台目の八ード子 V スク 4台目の八ードディスク 6台目の八ードディスク 

ドライブ用（オプション）ドライブ用（オプション）ドライブ用（オプション) 



• 辭社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。ヴードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれびあります。 

• 異なるインターフエースの八ードディスクドライブを湿在して搭載する 
ことはでさません。 

• 搭載ずる八ードディスクドライブの種類によって、バックプレーンボー 
ド上のジャンノくの設定を変更する必要びありまず。下図を参考にジャン 
パの設定を変更してください。設定び異なりますと正しく八ードディス 
クドライブび動作しなくなります。 


〇 ^ - ^ C 3 回旧!^ - ^01 り ^ - ] 回回 〇 回 I I 回 I J 〇 〇 



Z 


irr^i^ N8103-129/130 [[mTI Onboard SATA コント□-ラ 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 


wO RAID システム構成にする場合、容量などの仕様び同じ八ードディスクドライ 
■to ブを使用して、論理ドライブを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に6つあります。左上のス□、ソトから順に取り付けてください。 
ス□、ソト番号は65ページを参照してください。 

3. A - ドディスクドライブベイを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外す。 

ダミートレーは全ての八ードデイスクドライブベイに入っています。 



ダミートレーは大切に保存しておいてくださし、。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの □ ックを解除する。 
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日.ドライブキヤリアと八ンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入する。 




• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキャリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


一^ 八ードディスクドライブベイ0と POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こま意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


W "0 八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 
さ 5 にしつかり入っているか、再度}甲し込んでください。 


押し込むとき(こ八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかつていることを確認 
医て巧！ してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 ESMPR 日/ ServerMana 呂 er を使って管理 PC から本 
装置の目 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー (120 
ページ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引っかかるようじしてから取り付け 
てセキュリティ 羊 一で□ックします。 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


• j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏读ずることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い台わせください。 

• 電源ケーブルを取りがすとをは、次のま意を守ってください。 

- ケーブルをねじ！5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

- コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 


。□◎辟顯物间卜 g 

1 -。円 AAAAAAAAAI 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□! 



D に K ラジプ 


1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押して□ックを解除し、八ンドルを開く。 


グ 八ードディスクドライブベイ1と POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
医て巧！ ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようにミ主意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 


す。 
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4. A - ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

己.本装置の電源を日 N にして 、 ESMPR 日/ ServerMana 呂 er を使って管理 PC から本 
装置の BI 日 S セットアップユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニューで起動順位 
の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設ずるとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 
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DIMM 


DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。 
マザーボード上には DIMM を取りがけるコネクタが6個あります。 


W-0 • DIMM は静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触 

■to れて身体の静電気を逃びしてか 5DIMM を取り扱ってください。また、 

ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に巧するを意については 61 ページで詳 
しく説明していまず。 

• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障ずるおそれ 
びありまず。（これ 5 の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となりまず。） 

次に示すモデルをお買い求めくださいに 009 年 12 月現在)。 

—N8 102-361 Xeon プ□セツサーモデル用 
Registered! GB 増設 メモリボード 
-N8 102-362 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 istered2GB 増設 メモリボード 
-N8 102-363 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 istered4GB 増設 メモリボード 
-N8 102-364 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 isteredSGB 増設 メモリボード 



[ヒント I 


• Xeon プロセッサーモデルでは、メモリは Registered DIMM 最大6枚 16GB 
まで増設できます。 

(RegisteredSGB DIMM 搭載の場合には最大4枚までの増設となります） 


DIMM #2 
DIMM #4 
DIMM #6 
DIMM #1 
DIMM #3 
DIMM #5 



マザーボード 


本体背面 


本体前面 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel (2 way インタリースメモリモードを使用する場合と使用しない場 
合で増設順唐や増設単位が異なります。 

[pn 


• 本装置ではメモリの Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを 
サポートしています。 

DIMM #1 と#2、 DIMM #3 と#4、 DIMM #5 と#6に同一容量の DIMM を搭載し 
た場合 、 Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードで動作しメモ 
リのデータ転送速度が早くなります。 


• Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを使用しない場合 

増設はス□、ソト番号のルさい順に行ってください。 

• Dual Channel に way インタリーブ）メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□、ソト1と2、3と4、5と6を一組としてくださし^。 


搭載例： Xeon モデル 
Registered DIMM 

DIMM #! 

DIMM #2 

DIMM #3 

DIMM #4 

DIMM # 已 

DIMM # 巨 

合計 

例1 

1 GB 

- 

- 

- 

- 

- 

1 GB 

例2 

1 GB 

1 GB 

- 

- 

- 

- 

2 GB 

例3 

2 GB 

2 G 己 

2 GB 

2 GB 

2 GB 

2 GB 

KGB 

例4 

4 GB 

4 GB 

4 GB 

4 GB 

- 

- 

16 G 己 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左ちに広げ、 
DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 


^ DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止するため 
をェック I の切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. ESMPR 日/ ServerMana 呂 er を使って管理 PC から本装置の目 IOS セットアップユー 
テイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Confi 呂 uration 」 で 
増設した DIMM が巨 IOS から認識されていること（画面に表示されていること）を 
確認する （1 日4ページ参照)。 

「ESMPR 日/ ServerMana 呂 er 」 につし^ては 「EXPRESS 目 ULDER」DVD 内のオン 
ラインドキュメントを参照してください。 

己 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは103ページをご覧ください。 

6. ESMPR 日 / ServerMana 呂 er を終了する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
区エック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合、 DIMM は最低2枚1組搭載さ 
れていないと本装置は動作しません。 


1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 


□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. ESMPR 日/ ServerManager を使って管理 PC から本装置の BI 日 S セットアップユー 
ティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 MemoryConfi 呂 uration 」 で 
増設した DIMM が目 IOS から認識されていること（画面に表示されていること）を 
確認する （1 日 4ページ参照)。 

「 ESMPR 日/ ServerManager 」 じつし^ては 「 EXPRESS 目 ULDER 」 DVD 内のオン 
ラインド羊ュメントを参照してください。 

日 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは103ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、目 I0S セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニ ューの 「Memory Confi 呂 uration 」 で、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。104ページをご覧ください。 

7. 巨 I 0 S セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

8. ESMPR 日 / ServerManager を終了する。 
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PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□、ソトが2個あります。 


W -0 PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの 
金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取 
り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、 PCI ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は61ページで詳しく説明していまず。 



オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 


型 名 


ス□ツト番号 

PCIe 2.0 #1 

PCIe 2.0 #2 

備考 



PCI ス□ツト性能 

X 8 レーン 

X8 レーン 




ス□ツトサイズ 

Low Profile 

Low Profile 




PCI ボードタイプ 

xl 6ソケット 

X 8 ソケット 




搭載可能なボードサイ 
ズ 

200 mm む下 

200 mm な下 



製品 名 





N 8103-に9 

RAID コント□ーラ 
に 56 MB，RAID 1) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリ 〔 N 8103-に 3] 接続巧 

N 8103 -13 日 

RAID コント□ーラ 
に56 MB , RAID 5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリ 〔 N 8103-に 3] 接続巧 

N 81 17-01 A 

増設 RS -232 C コネクタ 

〇 

〇 

シリアル （ RS -232 C ) ポート増設用 

N 8104-にグ^ 

1000 BASE - T 接続ボードにか） 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

10 BASE - T は未サポート 
オンボード LAN とのチーミングを 
組むことが可能 
最大一枚まで搭載可能 


*1 Express 5800 / CS 400 h 、 MW 400 h 、 L 目40 Oh のみ接続対象 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードにボードを取り付けます。 


✓ • PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 

□、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• オプションの RAID コント□ーラは形状に関係なく、ライザーカードの 

PCIe #2 に取りがけてください。 


本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみです。□ン 
グタイプは取り付けることびできません。 


1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□、ソ ト 部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



• ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている 
電子部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損するおそれびありますのでを意してください。 


✓ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれて 
医!^ いることを確認してください。 


日. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 



6. ライザーカードをマヴーボードの 
ス□ットに接続して、手順2で取 
り外したネジ I (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソ ト 部分を合 
わせて、確実に差し a みます。 
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^ 差し} A む際(こライザーカードのフレームじある、屋体フレーム(こ引っかけるた 
I チェック] めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差し} A んだ後、 
図のようにライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端す部分 
が完全(こ見えなくなるまで押し} A んでください。 

7. 取り外した部品を取り付ける 

8. ESMPR 日/ ServerMana 呂 er を使って管理 PC から本装置の目10 S セットアップユー 
テイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの [Reset Configuration DataJ 
を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは103ページをご覧ください。 
また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを 
確認してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 


11"〇 PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧く 
ときは、コネクタのツメび手では}甲しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライバ 
などび LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分にミち意してくださ 
し、。 


ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 


两"〇 ボードの取りがしや交換•取り付けス□ットの変更をした場合は BIOS セット 
アップユーテイリテイを起動して、 「 Advanced 」 メニユーの [ ResetCon ¬ 
figuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、ハードウエアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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RAID システムを内蔵の A — ドディスクドライブを使用して構築ずる場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


W -0 • RAID システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 

■to 八ードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 

る J 、ー ドディスクドライブに大切なデータびある場台は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ 容量、性能 (ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 


PI ： • 使用できる RAID レベル やハードディスクドライブなど、それぞれの 

rE37n RAID コントローラの 特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 

使用してください。 

• RAIDO じ(外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 

理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築じは、 RAID コント日ーラ （ N 8103-に 9/130) を利用する方まがありま 
す。 


この RAID システムを利用ずる場合じは、マザーボードとバックプレーンボードじあるジャン 
パを設定する必要がありまず。 
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ジャンパの場所および設定方まじついて W 下に説明しまず。 

オプションの RAID コント□ーラ （ N 8103 -129/130) 使用時に設をするマザーボードおよび 
バックプレーンボードのジャンパ位置は下図の通りです。 



バックブレーンボード 



バックプレーンボードは背面側からのイラストです。 
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RAID コント □- ラ (N81 03-1 29/1 30) 

オプションの RAID コント日ーラ ( N 8103 -129/130) を取り付けると、本体内蔵の八ードディ 
スクドライブやオプションの八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライ 
ブを 「 RAID システム構成」で使用することができます。 


• RAID コント□—ラは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5 RAID コント □— 
ラを取り扱ってください。また、 RAID コント□—ラの端子部分や部品 
を素手で触ったり、 RAID コント□—ラを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は61ぺージで詳しく説明しています。 

• RAID システム構成に変更する場合や、 RAID を変更ずる場をは、 J \- 
ドディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用する 
八ードディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID シ 
ステムの構築を行ってください。 

• RAID システムを構築するには2台杉上の八ードディスクドライブび必 
要でず。 

• J \- ドディスクドライブはバックごとに同じ容量-性能を持ったものに 
して < ださい。 


RAID コント□-ラを取り付ける場合は、 ESMPRO/ServerManager を使って 
巨!^ BIOS セットアップユーテイリテイの 「Advanced」 メニ ューの 「PCI 
Configuration」 で 「PCI Slot n Option ROM」（n : ス□、ソト 番号)のパラメー 
夕が 「Enabled」 になっていることを確認してください。 



RAID0 じ(外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論理ドラ 
イブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容 
量が小さくなります。 


オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -129/130) を取りがけた本装置で、内蔵の八ード 
ディスクドライブを RAID システム構ぶにする場合は、マザーボード上の八ードディスクドラ 
イブインタフェースケーブルの接続先を変更します。化荷時の内蔵八ードディスクドライブの 
インタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタじ接続されています。詳細な説明は、才 
プシヨンの RAID コント日ーラ （ N 8103 -129/130) に添付の説明書を参照してください。 


4^ オプションの RAID コント□—ラを取り付ける場合は、目 I0S SETUP ユーティ 

区エック I リティの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCI Slotxx R0M(xx 
は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 
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取り付け 


RAID コント□-ラ （ N 8103 -129/130) の取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 


两"〇 RAID コント□—ラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
置3 メニューにおける優先順位を8番目似内に設定してください。設定が9番目似 
降となつている場合、 RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動でをません。 


マザーボードおよびバックプレーンのジャンノく設定 

RAID コント□-ラ （ N 8103 -129/130) を利用する場合はバックプレーンのジャンパを変更 
してください。 


マザーボード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

Enable : 1-2 (デフオルト値）/ Disable : 2-3 

バックブレーンボード ( J 3) 

CD [ -1 〇 01 [ —=1 010 〇日^回回 era® 〇 回回圓回| | 〇 り 

「二置-I匿置！■二--置-I国「--ご置-I圓 n 励匿励曙醒^□口0 

_ JKI _ JKI _~_ jsi [[Jo 

一 / 

た ^ N 8103- に 9/130 Onboard SATA] ント□-ラ 


取り外し 


オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -129/130) の取り外しは、取り付けの逆の手順を 
行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設 
ス □、ソ トカバーを必ず取りがけてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 


ケーブルの接続 

オプションの RAID コント□ーラにインタフェースケーブルを取り付ける場合、ケーブルの接 
続が必要です。 W 下の図を参考にケーブル接続をして<ださい。 
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〈 RAID コント□—ラを使用する場合/ A — ドディスクドライブ目台搭載モデル〉 （1 〜目台) 

• RAID コント日ーラは、 N 8103 -129/130 のいずれかをお求めください。 


RAID コント□—ラ 

八ードディスクドライブ 

バックプレーンボード 

SAS 1 コネクタ 

ス□ット0 

SATA 2 

ス□、ソト1 

SATA 3 

ス□、ソト2 

SATA 4 

ス□、ソト3 

SATA 5 

SAS 2 コネクタ 

ス□、ソト4 

SATA 6 

ス□ット日 

SATA 7 

- 

- 

- 

- 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI 01/2 コネクタの1番ピン（太線マーキング側) 
に接続してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
し^ AID レベルの最ル必要台数じ(上を搭載していること （ RAID の構成によって八ード 
ディスクドライブの最小必要台数は異なります）。 

シームレスセットアップを使って RAID を構築する場合は、「オペレーティングシステムの選 
択」で[その他]を選択してください。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構ぶについての詳細な説明は、オプションの RAID コント□-ラ ( N 8103 -129/130) に添付の説 
明書を参照してください。 


増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ーラ( N 8 103- 129/ 130) に増設バッテリを増設する場合、下の手順に従つ 
て取り付けてください。 

N 8103 -123 (N 8103 -129/1 30用バッテリ）の場台 


取り付け 


1 . 目2ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. RAID コント□ーラを取り外し、 
増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
卜□ーラに取り付ける。 


3. バッテリ接続ボードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマー车ング 
を合わせて接続してください。 
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4. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


日.ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 


6. ライヴカードに RAID コント□一 
ラを取り付ける。 


7. ライザーカードを マヴー ボードの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジ I (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し a みます。 
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8. 固定ネジ （1 本）を外してバッテ 
リ取り付け用シャーシを取り外 
す。 


9. SETUP DATE LABEU こ実装し 
た曰付（年月）を記入し、ち図の 
位置に貼り付ける。 





11. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 


コネクタとケーブルのマー羊ング 
を合わせて接続してください。 



りりり 
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12. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シヤーシにネジ3本で取り付け 
る。 


増設バッテリの取り付け位置は 
PCI #1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。ち國を参照してください。 


13. 手順8で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ1本で取り 
付ける。 




バッテリ取り付け位置 



取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 
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N81 17-01A を取り付ける場台 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS -232 C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS -232 C ケーブル （ A ) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS -232 C ケーブル旧） 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKETS ) 

243-112122-001 

1 

ケーブルに取が済 

⑥ 

PCI BRACKET ® 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 




本製品では③と④の組み合わせを使用します。 

じ(下の手順に従って取り付けてください。 

1 . 目2ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



取りタルたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 
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4. PCI ブラケットをしっかりと取り 
付け、手順3で外したネジで固定 
する。 


日.他の PCI ボードに緩衝しないよラ 
ケーブルをフオーミングしてマ 
ヴーボード上のシリアルポート A 
コネクタに接続する。 

ケーブルを接続する場合、コネク 
夕の極性 车 一を合わせて誤接続し 
ないようを意してください。シリ 
アルポー ト A コネクタの位置はち 
図を参照してください。 


6. ライザーカードをマヴーボードの 
ス□ットに差し込み、手順2で取 
り外したネジI (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソ ト 部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 





取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 


7 . 
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8. 巨 lOS セットアップユーティリティを起動して 「 AdvancecU の 「Peripheral 
Configuration 」 メニューのに巨相！ Po け A 」 を Enabled 」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （1 日6ページ参照)。 

「 Enabled 」 に設定すると 「Base I/O Address 」 、 「 Interrupt 」 のメニューが追力□さ 
れます。 

Default 設定:では 

Base I/O Address : 2 F 8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 

取り外し 

N 8117-01 A の取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 



90 内蔵オプシヨンの取リ佩寸 



本装置標準装備のファンとオプションのファンを交換することにより、ぶ却ファンの冗長化 
をすることができます。 

[標準装備時] 


装置前面側 装置背面側 



[オプションフアン接続時] 

装置前面側 


装置背面側 
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フアンの交換 

1 . 目2ページを参照して準備をする。 

2. フアンケーブルを取り外す。 


3. ファン上部をまつすぐ上に持ち 
上げ、取り外す。 


4. オプシヨンファンをまつすぐ下に 
おろして、取り付ける。 


己.ファンケーブルを接続する。 

ファンケーブルはトップカバーと 
ファンまたはシャーシじ挟まれな 
いようにルーテイングしてからコ 
ネクタに接続してください。 
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バックブレーンボード 



* バックプレーンボードは背面側からのイラストです。 


^ ファンケーブルを接続するコネクタをよく確認してください。90ページの図を 
巨!^ 参照してください。 


6. マヴーボード上のオプシヨンフアンジャンパピンを変更する。 

下図を参照して変更してください。 



wO その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となります。 
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システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、< F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 




94 システム BIOS コンフィグレーション ( SETUP ) 



起動は[51\/^1^0/56「ソ6「1\/1311396「を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行い 
ます。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press く F2> to enter SETUP 

ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C j 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます 。 r Used では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


羊ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが， 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示ず 


PhoenixBIOS Setup Uti 
Server 



System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

♦ Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
PLatform Event FiLtering: 


[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

: 20 ] 

CEnabLedD 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


卜 Change Values F9 Setup Defaults 

\ Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


n カーソル羊一 ( t . i ) 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソル 羊 一（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ <一> キー/く 十 > キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> 车一 


選択したパラメータのミ夫をを行うときに押します。 

□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます D 

□ < F 9>+- 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 丰一 


設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を71^します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 rSystem lime」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： I Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 

一 rWake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 

HW コンソール端末か！ 5 制御する 

「 Server」「Console Redirection 」 一それぞれの設定:をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「DIMMn Status」 一表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMairU 一 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 [NumLockJ -> fOnJ 馆効）/ 「Off」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設定:します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

RAID コント□ーラを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [Reset Configuration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保をする 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Deraults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー（一100ぺージ） 

• Advanced メニユー（-►103ぺージ） 

• Security メニユー（-►108ぺージ） 

• Server メニユー（- ►11 2 ぺージ） 

• Boot メニユー（一120ぺージ） 

• Exit メニユー（一121ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time: 

System Date: 

Hard Disk Pre-DeLay: 

► SATA Port 0 

► SATA Port 1 

► SATA Port 2 

► SATA Port 3 

► SATA Port 4 

► SATA Port 5 

► Processor Settings 
Lsngusge: 


[ 旧 : 18:58] 
[10/04/2007 ： 

[Disabled ： 

[80000MB SATAO] 
[None] 

[None] 

[None] 

[None] 

[None] 


CEngLish] 


Item Specific Help 


<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時(こ設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 己 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままじしておいて<ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) (こ関する情報や設定をする 
画面を表示します（101ページ参照)。 

Language 

[English] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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Active Processor Cores: 
Hyper-Threacnng Technology: 
Execute Disable Bit: 

Intel SpeedStep(R) Technology: 
Turbo Boost Technology: 

Cl Enhanced Mode: 

VirtuaLization Technology: 
Hardware Prefetcher: 

Adjacent Cache Line Prefetch : 


Processor 1 CPUID: 000106 A4 

Processor 1 L2 Cache: 1024 KB 

Processor 1 L3 Cache: 8192 KB 


Processor Speed Setting: 


Select *Yes* , BIOS 
wiLL clear historical 
processor status and 
retest aLL processors 
on next boot. 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Processor Settings 


Item Specific Help 



B 


Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1 0° C 〜3己で . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 

ノ J 、しま9 〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します 
(表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プ□セ、ソサ1の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ□セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1つの物理 CPU を2つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプ□セ、ソサが搭載された場合にのみ表示 
され、設定できます。 


n 加 

野 


TJTJTJTJTJTJTJTJ 
dddddddd 
66666666 

b b b b b b b 
3 3 3 3 3 3 3 

n n n n n n n 

国--国-- 国-- 国--国 M 国-- 国 -I 

C C C C c C C 
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項目 

パラメータ 

説明 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable 目时幾能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セ、ソサが提供する SpeedStep 
機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

Intel @ Turbo Boost Technology 機能の 
有効/無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合(このみ表示され、設定できます。 

C1 Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C1Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セ、ソサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効/無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
W されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► PenpheraL Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「Disabled」 に設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「Disabled」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P0ST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。装置の起動後じこのパラ 
メータは「N0」に切り替わります。 

NumLock 

On 

[OffJ 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory Error 

[Boot] 

Halt 

POST を実行中、メモリリソースにおいて縮退 
エラーが発生している際に、 POST の終わりで 
一旦停止するかどうかを設定します。本設定 
は、に erver」 メニユーの [POST Error 

Pause」 が 「Enabled」 じ設定されているとき 
じ有効となります。本項目が 「Boot」 じ設定 
されていても、全てのリソースで縮退が発生し 
ている場合は POST の終わりで停止します。 


[]： 化荷時の設定 


Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定ずると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

InstaLLed memory: 

2048 MB 


Enables DIMM sparing 

AvalLabLe under 4GB: 

2048 MB 


feature- 

DIMM1 

Status: 

Normal 



DIMM2 

Status: 

Normal 



DIMM3 

Status: 

Normal 



DIMM4 

Status: 

Normal 



DIMM5 

Status: 

Normal 



DIMM6 

Status: 

Normal 



Memory Retest: 

[No] 



Extended RAM Step: 

CDisabLedH 





I'l 

▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 

— 

4GB1U 下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

N 饥 Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 

「N 饥 Installed」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを、 「Error」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じを称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時(こすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
(こ 「No」 に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 「1KB」 は 1K 単位にメモリテストを巧い 
ます。 「Every Location」 はすべて(こメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となり <F2>、<F4>、 
<F12>、<Esc> キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 



















ハードウエア編 105 


PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 


Additional setup 

► Onboard LAN 1 


menus to configure 

► Onboard LAN 2 


onboard Video 

controlLer. 

PCI Slot 1Option ROM: 

[EnabLed] 


PCI Slot 2 Option ROM: 

[EnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 2 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
じするか無効じするかを設ちします。 


[]： 出荷時の設定 


irO RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
■to 卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Option ROM 
Scan 

[Auto] 

Force 

オンボード上のビデオコント□—ラの ROM 
展開を自動(こするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 化荷時の設定 


Onboard LAN 1/2ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1/2 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ1/2の有効 


[Enabled] 

/無効を設定します。 

LAN 1/2 Option ROM 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラ1/2の 

Scan 

Disabled 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上の LAN 1/2のブート方法を設定 


iSCSI 

します。 


[]： 出荷時の設定 


























106 システム BIOS コンフイ グレーシヨ ン (SETUP) 


Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

SATA RAID: 

[Disabled ： 

User configuration 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



wO 害 ij り込みべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してください。設定 
した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り} A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

SATA RAID 

[Disabled] 

Enabled 

RAID ジャンパの RAID 構成有効/無効を表示 
します（表示のみ)。 

RAID ジャンパじついては、 「RAID システム 
を内蔵の八ードディスクドライブを使用し 
て構築する場合」 （79 ページ）を参照して< 
ださい。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimedia Timer: 


EnabLe/DisabLe 

MuLtimedia Timer (HPET). 

Intel (R) VT-d: 

[Enabled] 


Wake On LAN/PME: 

[Enabled] 


Wake On Ring: 

[DisabLed] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアじ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel(R) VT-d 

Disabled 

[Enabled] 

インテルチップセットが提供する nntel(R) 
Virtualization Technology for Directed I/O」 
の有効/無効を設定します。この機能(こ対応 
しているプ□セ、ソサの場合(こ表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


» i "0 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

controls access to the 
setup utiLity. 

Password on boot : 

: Disabled ： 


Fixed disk boot sector: 

CNormaL] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled ： 


Disable USB Ports: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


wO • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
Ifai と設定でをません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、<日が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「Supervisor」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面(こなります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 
いの設定をします。先(こスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDEA- ドディスクドライブ(こ対する書き} A 
みを防ぎます。本装置では DE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["SecurityChip Configuration 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すと U 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


Security Chip Cormguration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate S Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
("Supervisor Password」 を設定すると選択 
巧能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表 
示-選択巧能です。 


[]： 出荷時の設定 
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W"0 rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 呂 e]iy がのパラメータを選択し 、 TPM 
■to State の変更を行う場台、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されます 。 Supervisor Password を入力すると下のメッセージ 
び表示されまず。設定変更を行うためには Execute を還択してください。 


Enable & Activate び選択された場台： 


Physica L Presence 

operations 

TPM configuration 

change was requested to 

State: Ena bL e 

这 Activate 

Note: 

This action wiLL 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable び還択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1gura 1 1on change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1guration change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置じ移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

k Event Log Configuration 


menus to view server 



management features. 

FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring PoLicy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[EnabLed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[EnabLed] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 20] 


Platform Event FiLtering: 

[EnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、<£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

Always Reset 

BSP で FR 目レベル 2 の エラー が発生したとき 
のプ□セッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない 0S か6起動する場合(こは、 
この機能を無効(こしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] (こ設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効じすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割リジ^みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20]- 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を20秒か 
ら2日日秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State」 または 「Power On」 に設定 
している場合(こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


rAC - LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF じなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]:人け甲し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場台は FAC - LINKJ の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 




▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


目10 S のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の屋体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN 1の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN2 の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

マネージメント専用 LAN の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 






























ハードウエア編 115 


Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: CVT100+II 

Continue Redirection after POST : CEnabled] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi¬ 
rection. 

"DisabLed" compLeteLy 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6ESMPR0/ServerManager やハイパー 
ター ミナルを使った管理端ホか 6 のダイ レ 
クト接締を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
(こ継締して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （EscR) に 
よるリセ、ソトを有効(こするかどうかを選択 
します。 

「ESMPRO/ServerManager」 を使用した管 
理端末か6の接続時には、本機能は設定(こ 
関わ6ず常に有効となります。 


[]： 化荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


wO マネージメント専用 LAN は管理専用の LAN です。その他の LAN として使用ず 
置3 ることはでさません。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


BMC LAN 

ConTiguration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 



Display IP Address. 

LAN Connection Type: 

CAuto Negotiation] 



IP Address 

[192.168.001 .001] 



Subnet Mask 

[255.255.255.000 ： 



Default Gateway 

[000.000.000.000] 



DHCP: 

[DisabLed] 



Web Interface 




HTTP: 

[DisabLed] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[Disabled ： 



HTTPS Port Number: 

[ 443] 



Command Line Interface 




TeLnet : 

[DisabLed] ▼ 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[Disabled] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「Disabled」 （こ設定します。 

「Enabled」 （こ設定すると、 LAN2 を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「Enabled」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 

100 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10Mbps Full Duplex 
10Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

に日日. 2 日日. 255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーバか 
6IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合じは、 disabled] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled] (こ設定して< 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメントき用 LAN が HTTP じよる通信 
の際(こ使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合(こは [Enabled] (こ設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS (こよる通 
信の際(こ使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] (こ設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接締(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続(こよる通信を使用する場合(こは 
[Enabled] に設定してください。 

洗 H Port Number 

に 2] 

SSH 接続(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「Enabled」 に設定するとエラー□グエリア 
が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニユー 

Server メニユーの [Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、 
下の画面が表示されます。 

W 下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステム イベント □グはく1> 羊一/ く t >キー、 く+ > 羊一/ く- >キー 、 く 
Home > 羊一/ く Erid > 羊一を 押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server H 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Pl ; 登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 

[ ETFj 程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト rESMPRO / ServerA 呂 ent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も口 ear BMC Confi 邑 uration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を 
巧う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する目〇饥メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデバイス 


起動デノ \'イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR0M 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

USB HDD 

US 目八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は nCHx/ESB2 Embedded RAID」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN。 に lot 00C8J が LAN1 、 に lot 1100」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカード(こ接締されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. 目 I 0 S は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後してく 乂>丰 一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. く t >车 一/ くレ车 一とく 十>羊 一 / く一>车 一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t > 羊 一/く1 >羊 一で移動させ、く 十>丰 一/く一 >キ ーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
I こ、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に に ave before exiting ?」 の確認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択ずると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューじ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


wO モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びあります。こ 
Ifa の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要びありまず。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト值を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> 羊一を押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を t (前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


W -0 CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフオルト 
の設定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 


W -0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
BM 因となります。 


I 1卜厂厂厂厂厂厂厂厂厂厂厂 I 
」厂 I 「厂 I I 厂 I I 「厂|| 

eeeeI 



=[ 1 ¢ 

〇 


〇 


0 0 0 0 



<CMOS CLR> 
保持 
クリア 


マザーボード 
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次にクリアする方法を示します。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
電源プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミ主意 


AA 

AA 


(S) 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
戸:曰す章 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


W -0 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関ずる説明は巨1ページ 
で詳しく説明していまず。 


• CMOS のクリア 

1 . 目 2 ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（目 2 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す。 （ 62 ページ参照） 

4. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

己 . 日秒ほど待って元の位置に戻す。 

目 . 本体を元通りに組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

8. く F2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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• パスワードのクリア 

1 . < CM 日 S のクリア >の！〜己の手順同滿こノ くスワードクリアのジャンノ くスイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 P 日 WER スイッチを押す。 

3. く F 2> キーを押して BI 日 S SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Exit Savin 呂 Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

日.再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考じして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

LAN1, VGA 

己 

— 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN2 

7 

— 

19 

SATA 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

— 

10 

SM Bus 

22 

— 

11 

マザ ーボー ドリソース 

23 

— 





















